
Vol.6 九 州 病 害 虫 研 究 会 報 1960

長崎大千拓初年度二期作水稲の病害虫発生状況について 田中伊之助 ・陣野久好(長 崎県農業

試験場)

長崎大千拓は島原半 島の西郷と佐賀県大 浦の竹 崎を結

ぶ一線で諌早湾 を陸地化 しようとす るもので,干 拓面積

は7,410ha,そ の う ち耕 地 に 予定 され て い る面 積 は5,800

haで あ る.ま た そ の一 部 に お いて す でに 完 成 され た諌早
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干拓は干拓面積が約390haで,水 田化 される面積は300

haと いわれてい る.完 成 されたのが昭和32年9月 で,

入植 に先立 ち森山村寄 りの一角 で水稲二期 作の営農試験

が長崎県 農業試験場 によつて行われたので如何な る病害

虫が発生す るかにつ き調査を行つた.

1.苗 代 におけ る病害虫の発生状況

栽培直前よ り栽 培期間 中ポ ンプアップされた井水によ

り除塩作業が行われたが苗代においては第一期作におい

てやはりある程 度の塩害が見受けられ,部 分的に褐色の

小斑点 が散在 した葉 もみ られ,な おその根を調べてみる

と第1表 のよ うに根のあるものは黒色化 していた.

第1表田 植時の苗根の塩害による枯死状況

又 ヒメハマ トビムシといわれる下等な甲殻類が苗代に

とび込み苗を荒 ら したこともあつたが,こ れも苗代 に洪

水す ることによ りその喰害 は防止 され,苗 代末期 におけ

る苗の状態は別 に伝染性病害 もみ られず,葉 先 きが植傷

みのよ うに少 し黄 色化 したに過 ぎなかつた.

II.本田における病害虫発生状況

本 田における病害虫発生状 況は,増 収栽培圃,窒 素適

量試験圃並びに品種比較試験 圃につ き調査を行つた.

増収 栽培 圃に おける 発病状況は 第2表 の とお りで

ある.

第2表 増収栽培圃における発病調査成績

註:供 試品種 第一期作紅 光,第 二期作 クセシラズ

調査月 日 第一期作 昭和34年7月15日,22日

第二期作 昭和34年9月11日,16日

昭和34年11月4日

調 査株数 各 プロッ ト4株 おぎ100株

第一期 作,第 二期 作 を通 じて 葉い もち 病が 多かつた

が,こ れはポンプアップされた冷水 が水口いもち病 と し

て稲 の生理 に作用 し葉 いもち病の多発を原因 した ものと

思 われる.又 第一期作において多かつた疑葉鞘腐敗病 は

症状 が葉 鞘腐敗病に非 常によ く似ているに拘わ らず検鏡

の結果 ではフザ リウム菌が検 出されぬもの であり,第 二

期 作で多 くあ らわれた塩害症状のものにあつては心葉が

白 く巻 き第二葉 以下 には丁度稲黄化萎縮病にかかつたよ

うな黄 白色の小 斑点が散在 していた.そ の他 の病害 につ

いては特に発病 が多い ものはみ られなかつたが,こ れは

干拓地にあって は各種病原菌の濃度が低かつた ことに原

因す るもの と思 われる.

第3表 窒素適量試験圃における発病調査成績

註:供 試品種 第 一期作 紅光,第 二期作 クセシラズ

調査月 日 第一期作 昭和34年7月20日,22日

第二期作 昭和34年9月11日

昭和34年11月14日

調査株数 各 プロツ ト30株3区 の発病株数合計

第4表 品種試 験圃 におけ る発病調査 成績

(第 一 期 作)

註

:調 査月 日Iプ ロツク 昭和 鋼 年7月17日

IIプ ロツ ク 昭和34年7月22日

調 査 株 数 各ブ ロッ ト15株2区 の発病 殊数合副

(第 二 期 作)

註:調 査月 日 昭和34年9月16日

昭和34年11月5日

調査株数 各 プロッ ト20株,3区 の 発病株数合計
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なお病害 のあるものは窒素の施用量の多 い ことによ り

病害 の発生 が激 しくな るものがあるので窒素肥料の施 用

量 を色々にかえた窒素適 量試験圃について各種病害の発

生状況を調査 し第3表 を得た.

結果は この表 の如 く各種病害 とも発病少 くやは り干 拓

地においてはす べての病原菌はその濃 度が低い ことを示

してい る.な お窒素適量試験圃において葉い もち病罹病

株数 が特 に多 くなかつたのは試験 圃がポ ンプアップ され

た井水の水 口か らかな り離 れていたためと思われ る.

品種比較試験 圃における発病状況は第4表 のよ うで第

一,第 二期作とも病原菌の濃度低いためか重 要病害 に関

し品種間の差はみ られなかつた.

最後 に害虫 については達観的にみて ツマグロヨコバ イ

はあ る程 度発生をみたが,木 田においては二化螟 虫,ウ

ンカ類 とも非常 に発生が少 く,ま た木田では雑草の発生

がな く従 つて簡単な2回 の稗抜 き以外中耕除草の必要 が

なかつた ことを附記 してお く.
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